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避難情報

警戒レベル・避難情報警戒レベル・避難情報
水害・土砂災害について、市が出す避難情報と、気象庁が発表する防災気象情報は５段階の警戒レベルに区別さ
れています。内容を正しく理解し、それぞれのレベルに応じて適切に行動できるようにしましょう。

危険度 市が発令する
避難指示 とるべき行動 避難指示発令の際、

参考となる情報
観測所の水位

（久慈川・那珂川）

●レベル２氾濫注意報
●レベル２大雨注意報
●レベル２土砂災害注意報

緊急安全確保
（警戒レベル５）

避難指示
（警戒レベル４）

高齢者等避難
（警戒レベル３）

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

危険な場所から
全員避難

災害への心構えを高める

直ちに安全な場所で
命を守る行動を
避難指示（警戒レベル４）までに
必ず避難してください
既に災害が発生・切迫しており
命の危険がある状態

避難に時間が
かかる方は避難
（高齢の方、障がいのある方、
避難を支援する方など）

那珂市防災マップを確認する
雨量や河川水位の情報を確認する
避難行動を確認
（避難ルートや避難のタイミングなど）

高

低

●レベル５氾濫特別警報
●レベル５大雨特別警報
●レベル５土砂災害特別警報

●氾濫発生情報
●大雨特別警報

見直し前

●レベル４氾濫危険警報
●レベル４大雨危険警報
●レベル４土砂災害危険警報

●氾濫危険情報
●土砂災害警戒情報
●土砂災害危険度分布（紫）

見直し前

●レベル３氾濫警報
●レベル３大雨警報
●レベル３土砂災害警報

●氾濫警戒情報
●大雨警報　●洪水警報
●土砂災害危険度分布（赤）

見直し前
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那珂川
野口観測所 富岡観測所

久慈川

水防団が水防活動の待機をします。川の水位が上昇し始めて
いるので、一般の方々は川に近づかないようにしましょう。

水防団が出動します。川の近くに住んでいる人は避難の準備をしま
しょう。まずは、ハザードマップで避難場所の確認や行政から出さ
れる防災情報に注意しましょう。

このまま雨が降り続けると、川が氾濫する危険があります。高齢者等
避難が発令されたら、避難に時間がかかる方は避難を開始しましょう。

河川が氾濫し大きな被害が発生するおそれがあります。増水した川は
大変危険ですので絶対に近寄らないでください。避難指示が発令され
たら速やかに避難をしましょう。

河川が氾濫しています。直ちに命を守る行動をとってください。

河川の水位について河川の水位について
避難指示発令の際、久慈川の富岡観測所、那珂川の野口観測所で計測された水位により判断されます。市から避
難指示が発令されたときには速やかに避難行動をとってください。

ふだんの水位

水防団待機水位
（レベル２氾濫注意報）

氾濫注意水位
（レベル３氾濫警報）

避難判断水位
（レベル４氾濫危険警報）

氾濫危険水位
（レベル５氾濫特別警報）

氾濫の発生

堤防

河川敷

ひ な ん じ ょ う ほ う

けいかい

か せ ん す い い

ひ な ん じ ょ う ほ う

※上の図の気象情報の見直しについては、
　令和８年５月下旬から運用予定です。
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地震災害

震度とマグニチュード震度とマグニチュード
震度は、ある地点における地震の揺れの強さを示します。このため、
同じ地震でも震源からの距離などによって震度は変わります。マグ
ニチュード（М）は、地震のエネルギーの規模を示します。マグニ
チュードが１増えると地震の規模は約３２倍に増大します。震度は
場所ごとに決まりますが、マグニチュードは震源から出てくるエネル
ギーの大きさによって数字が決まるので、大きな地震ほど数字が大
きくなります。

地震発生後の行動地震発生後の行動

５
弱

●多くの人が、身の安全を図ろうとする。一部の人は、
　行動に支障を感じる。
●安定しない置物の多くが倒れ、家具が移動することが
　ある。

６
弱

●立っていることが困難になる。
●固定していない重い家具の多くが移動、転倒する。ド
　アが開かなくなることがある。
●多くの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下す
　る。

７
●揺れにほんろうされ、自分の意志で行動できない。
●ほとんどの家具が大きく移動し、飛ぶものもある。
●ほとんどの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。補強されているブロック塀も破損するものがある。

６
強

●立っていることができず、はわないと動くことができ
　ない。
●固定していない重い家具のほとんどが移動、転倒する。
　戸が外れて飛ぶことがある。
●かなりの多くの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、
　落下する。
●補強されていないブロック塀のほとんどが崩れる。

５
強

●非常に恐怖を感じる。多くの人が、行動に支障を感じ
　る。
●棚にある食器類、書棚の本が多く落ちる。タンスなど
　重い家具が倒れることがある。
●補強されていないブロック塀の多くが崩れる。多くの
　墓石が倒れる。

震度と揺れの関係

最初の大きな揺れは約１分間
●机やテーブルなどの下へもぐり、身を守りましょう。
●倒れてくる家具や落下物に注意しましょう。

揺れがおさまったら
●ガスの元栓を閉めましょう。 ●火元を確認し、出火していたら初期消火しましょう。
●家族の安全を確認しましょう。 ●靴を履き、ガラスの破片などから足を守りましょう。
●非常用持出し品を身近に用意しましょう。

みんなの無事を確認、火災の発生を防ぐ
●隣近所の安全を確認しましょう。特に１人暮らし高齢者がいる世帯には積極的に声をかけ、安否確認を
　しましょう。火が出ていたら、大声で知らせ、協力して消火しましょう。
●大きな地震の後には余震にも注意しましょう。

テレビやラジオなどで正しい情報を
●テレビやラジオなどで災害情報を確認し、SNSなどのデマにだまされないようにしましょう。
●電話はなるべく使わないようにしましょう。
●家屋倒壊などのおそれがあれば避難しましょう。避難の際、ブロック塀やガラスの落下に注意しましょう。
●避難の際、車はなるべく使わないようにしましょう。
●通電火災を防ぐため、電気のブレーカーを落としましょう。

協力して消火活動、救出活動を
●隣近所で協力し、消火・救出活動を行いましょう。あわせて消防署等へ通報しましょう。
●災害発生から数日間は外部からの応援がすぐに来るとは限らないので、 生活必需品は
　備蓄でまかないましょう。
●災害情報、被害情報を収集しましょう。
●自宅などが壊れた場合、絶対に入らないようにしましょう。
●引き続き余震に注意しましょう。

地震発生
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じ し ん さ い が い

し ん ど

じ し ん は っ せ い ご こうどう


